
 

 

 

 

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 

実施状況について 
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基本理念 基本目標 施策の取組の方向

①子どもの権利の普及啓発の取組

②子どもの権利に関する相談及び救済の充実

③子どもの居場所づくりの充実

④子どものいじめ及び児童虐待の防止・予防対策の充実

⑤子どもの自立支援

⑥子ども自身の組織や活動の支援

⑦子どもの発言・参画の機会の拡充

⑧子どもの権利に基づく子育て支援の充実

⑨国分寺子ども白書の刊行

①早期発見と一貫した支援の充実

②日常生活への支援の充実

③障害のある子どものいる家庭への経済的負担の軽減

①児童館の充実

②子どもの遊び場・公園等の整備

③公共施設等の中高生の利用機会の拡大

④子どもの居場所づくり推進会議の設置

①子どもと親の健康の確保

②食育の推進

③思春期の保健対策の充実

④小児医療の充実

①子育てへの父親参加の促進と男性を含めた働き方の見直し

②仕事と子育ての両立のための多様な働き方の支援

①地域における子育て支援サービスの充実

②保育所等への受け入れ児童数の計画的拡充

③保育の質の向上への取組

④多様な保育サービスの展開

⑤学童保育所の充実

①体験学習の実施

②環境学習の充実

③中高生が乳幼児とふれあう機会の確保

④不登校児童・生徒への施策の充実

⑤地域に開かれた学校運営の推進

⑥特別支援教育の充実

①医療費補助の充実

②児童手当等の充実

③ひとり親家庭等の支援

①バリアフリーとユニバーサルデザインのまちづくり

②安全な道路交通環境の整備

③交通安全学習

④安全なまちづくり

⑤子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

⑥被害にあった子どもの保護

①地域社会における子どものための活動援助

②地域の住民が参画した世代間交流の推進

①市と市民との協働による協働事業等の取組

8
生活困難な子どもと親に
対する経済的な支援を増
やす

9
健康で文化的な生活が保
障されるまちをつくる

10
市民の共助による子育
ち・子育て支援を進める

親や家族も支援する

7
確かな学力と豊かな心を
育む

子
ど
も
の
育
ち
・
子
育
て
を

支
援
す
る
つ
な
が
り
を
広
げ
る

11
市民と市の協働で子育
ち・子育て支援を進める

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画　施策体系図

施策分野

一
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ひ
と
り
を
大
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に
　
み
ん
な
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み
ん
な
の
中
で
心
豊
か
に
　
育
ち
合
い
、
支
え
合
う

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と

て
い
ね
い
に
向
き
合
う

1
子どもの権利に対する理
解を広め，深める

2
育ちの上で困難を抱えた
子どもを支援する

3
子どもが「居場所」と思
える地域・子ども施設・
学校を増やす

子
ど
も
の
育
ち
・
子
育
て
を

支
援
す
る
環
境
を
つ
く
る

4
健康に過ごすことができ
るまちをつくる

5
仕事と生活との調和を実
現する

6



事業数 実績例

A 31年度目標を達成している。 98

〇教育相談の充実
→必要に応じて教育相談室との連携を図りながら，継続的な相談を実施し，子どもや保護者の心
理的な変容を把握できるようにした（31年度目標を大きく上回る延べ相談件数となった。）。

〇児童館での乳幼児向け事業
→各館において，多数の乳幼児親子が児童館を利用し，手遊びや読み聞かせ，リトミックなどの
プログラムを通し，いきいきと過ごしている（31年度目標を大きく上回る実施事業数となっ
た。）。

B 31年度目標をおおむね達成している。 111

〇乳幼児育成事業
→事業を通して，児童の経過観察とともに，関連機関の相談につなげたり，社会資源の提案など
を行うなどし，発達過程に応じた適切な方向性について支援することができた。
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため，全12回中１回は中止となっている。

〇エリア内の保育所等の相互連携推進事業
→研修，各職種別連絡会（エリア別園長・保育士・栄養士・看護師），情報誌発行，学校訪問，
災害時対応訓練等を行った。事業を通じて得た知識・経験や，他園の保育内容等が還元されるこ
とにより，各保育施設における保育の質の向上につながっている。
※学校訪問については，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，中止したものもある。

C 31年度目標を達成しなかった。 12

〇地域の子どもの居場所づくり
→空き店舗や空き家を活用した子どもの居場所づくりの実施には至らなかったが，児童が身近な
居場所でいきいきと過ごすための一助となるよう，子どもの居場所づくりハンドブックの刊行に
より，子どもの居場所を設置しようとする事業者に対する情報提供を行った。

〇学童保育事業
→公立学童の狭隘状況解消のため，民設民営学童保育所を３施設整備し，73名の定員を拡充する
ことにより，入所した児童がいきいきと遊び，生活できる環境を確保した。しかし，多くの公立
学童では，定員を超えた受け入れを行っており，狭隘状況の解消に向けた整備が引き続き必要で
ある。

D
31年度目標を大きく下回った達成状況
である。

0 該当事業なし。

E 実績自体がなかった。 9 別紙参照

平成31年度子育て・子育ちいきいき計画　実績概要

進捗状況



国分寺市子育て・子育ちいきいき計画　平成31年度実績　（評価結果 E）　

評価 評価理由と課題 評価 評価理由と課題

３-① 64

児童館の開館日
の見直し

児童館の開館日（現行　月～土
曜日）の見直しを行う。

日曜・祝日開館
している施設：
１館

日曜日・祝日に
開館している児
童館で，児童や
平日の利用が難
しい親子がいき
いきと過ごして
いる。

子ども子
育て事業
課

実施施設な
し。

実施施設なし。 e 実施施設なし。 e 休日に児童館まつり
や遠足を実施した。
通年の開館について
は，職員体制の整備
が必要。

３-① 65

児童館運営委員
会の設置

全館を対象とした，事業評価・
課題抽出のための委員会を立ち
上げる。

開設状況：有 児童館運営委員
会が設置され児
童館の運営に関
する事業評価や
課題抽出がされ
ている。

子ども子
育て事業
課

児童館運営委
員会の設置な
し。

児童館運営委員
会の設置なし。

e 児童館運営委員会の
設置なし。

e 子どもの利用者が多
い施設として，子ど
もたちの意見を聴く
場を各館年２回設定
し意見やニーズ把握
できたが，事業評
価・課題抽出のため
の委員会を立ち上げ
ることはできていな
い。

４-④ 90

小児救急医療 地域での小児初期救急医療体制
の構築・実現に向け関係機関等
と検討・調整を行う。

実施 小児医療が充実
していることで
安心して子育て
ができる。

健康推進
課

未実施 未実施 e 近隣に小児総合医療
センターがあり，市
内にも夜間診療を行
う小児科があること
から，地域での小児
初期救急医療体制の
構築に向けた検討・
調整等は実施してい
ない。

e 地域での小児初期救
急医療体制の構築に
向けた検討・調整等
は実施していない
が，近隣の小児救急
を行っている医療機
関を広報するように
している。

６-④ 123

認定こども園運
営事業

保育園，幼稚園それぞれの長所
を生かし，事業運営を図る。既
存施設の改修を踏まえ，事業展
開していく。

子ども・子育て
支援事業計画に
よる。

子ども・子育て
支援事業計画に
よる。

子ども子
育て事業
課

なし 市内に認定こど
も園がないた
め，実績はな
い。

e 該当施設なし e 該当施設なし

６-⑤ 131

小学校高学年の
放課後の居場所
づくり

児童福祉法の改正により，放課
後児童健全育成事業（学童保育
所）が対象とする範囲に小学校
高学年も含まれることとなった
ことを踏まえ，放課後の居場所
づくりに取り組む。

放課後児童健全
育成事業（学童
保育所）で小学
校高学年児童を
受け入れる。

放課後適切な監
護を受けられな
い小学校高学年
児童がいきいき
と遊び，生活し
ている。

子ども子
育て事業
課

該当なし。 該当なし。 e 該当なし。 e 該当なし。

８-① 146

保健指導票の交
付

経済的理由により，診察・検査
などの保健指導を受けがたい妊
産婦と乳幼児に対し健康診査の
受診料軽減のため受診券を交付
する事業。

事業評価は数値
化しづらい。

必要としている
市民に交付され
ている。

健康推進
課

申請者０人・
交付枚数０枚

申請が無かっ
た。

e 申請０人であるた
め，必要とする市民
がいなかったと考え
られる。

e 申請０人であるた
め，必要としている
市民がいなかったと
考えられる。

量的 質的 量的 質的 量的 質的
量的 質的

31年度目標　（計画（Plan））

元年度
所管課

31年度目標
（当初目標を達成した場合等で設定）

31年度実績　（実施（Ｄｏ）） 31年度実績評価　（評価（Check））

● E評価「実績自体がなかった。」

施策分
野・取組
の方向
性番号

通番 事業名 事業概要

1 / 2 ページ



国分寺市子育て・子育ちいきいき計画　平成31年度実績　（評価結果 E）　

評価 評価理由と課題 評価 評価理由と課題
量的 質的 量的 質的 量的 質的

量的 質的

31年度目標　（計画（Plan））

元年度
所管課

31年度目標
（当初目標を達成した場合等で設定）

31年度実績　（実施（Ｄｏ）） 31年度実績評価　（評価（Check））

● E評価「実績自体がなかった。」

施策分
野・取組
の方向
性番号

通番 事業名 事業概要

８-② 161

学童保育所事業
への参加費補助

生活保護世帯児童の事業参加へ
の参加費免除及び交通費等の扶
助を行う事業。

必要な児童全員
に扶助を行う。

生活保護世帯児
童も他の児童と
ともに，所外保
育等の事業に参
加している。

子ども子
育て事業
課

該当者なし。 該当者なし。 e 生活保護世帯児童も
他の児童とともに，
参加できるようして
いるが，感染症防止
のため年度末の所外
保育事業が中止のこ
ともあり，該当者が
なかった。

e 生活保護世帯児童も
他の児童とともに，
参加できるようして
いるが，感染症防止
のため年度末の所外
保育事業が中止のこ
ともあり，該当者が
なかった。

９-③ 175

交通安全運動市
民の集いの開催

ポスターの募集・作成は行わな
いが，交通安全運動市民の集い
を年１回のペースで開催し，交
通安全に対する周知を行う。

交通安全啓発ポ
スターの募集・
作成は行わない
が，「交通安全
運動市民の集
い」を開催（年
１回）。

交通安全啓発ポ
スターの作成は
行わないが，交
通安全を周知す
る事業として，
「交通安全運動
市民の集い」を
開催していく。

交通対策
課

新型コロナウイ
ルス感染症対策
のため，交通安
全運動市民の集
いは開催中止と
なった。しか
し，国分寺まつ
りでの自転車シ
ミュレータを活
用した交通安全
教室，中学生を
対象としたスケ
アードストレイ
ト方式の自転車
安全教室，国分
寺駅にて啓発チ
ラシを同封した
ティッシュを配
りながら自転車
のマナーアップ
を呼びかける啓
発活動を行っ
た。

新型コロナウイ
ルス感染症対策
のため，交通安
全運動市民の集
いは開催中止と
なったが，交通
安全に関する教
室及び駅頭での
啓発活動を通し
て，交通マナー
及びルールの周
知が図られると
ともに交通安全
意識を高められ
た。

e 新型コロナウイルス
感染症対策のため市
民の集いは開催中止
となったが，国分寺
まつりにて自転車シ
ミュレータによる交
通安全教室の開催，
中学生向けの自転車
交通安全教室の開催
及び駅頭にて自転車
マナーアップの啓発
活動を行ったため。

e 新型コロナウイルス
感染症対策のため市
民の集いを通して交
通安全を周知するこ
とはできなかった
が，国分寺まつりで
の交通安全教室で
は，自転車シミュ
レータを活用したた
め，多くの幼児や小
学生に体験してもら
い，交通安全の周知
ができた。また，駅
頭での啓発活動によ
り不特定多数の方
に，そしてスタント
マンを活用した体験
型の交通安全教室の
開催により，事故の
発生事例を伝えら
れ，より効果的に交
通マナーやルール，
交通安全意識を高め
られたため。

11-①
65
再掲

児童館運営委員
会の設置

全館を対象とした，事業評価・
課題抽出のための委員会を立ち
上げる。

開設状況：有 児童館運営委員
会が設置され児
童館の運営に関
する事業評価や
課題抽出がされ
ている。

子ども子
育て事業
課

児童館運営委
員会の設置な
し

児童館運営委員
会の設置なし

e 児童館運営委員会の
設置なし

e 子どもの利用者が多
い施設として，子ど
もたちの意見を聴く
場を各館年２回設定
し意見やニーズ把握
できたが，事業評
価・課題抽出のため
の委員会を立ち上げ
ることはできていな
い。
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